


組合からのお知らせ

１．シンポジウム「防除と農薬をめぐる新たな検討課題」

日時：平成２１年９月１１日（金）午前１０時３０分～午後５時２０分

場所：日本教育会館一ツ橋ホール

主催：社団法人 日本植物防疫協会

開催に当たり、岩本理事長は挨拶の中で、最近の世界的傾向ではあるが、わが国においても農薬の登

録・検査基準の国際的な調和が一層求められている中にあって、作物残留試験の GLP 制度の導入、試験

例数の増加等、更なる規制強化の方向が打ち出されている。注目度の高い飼料イネの残留農薬規制等の

検討も始まってきているが、問題は病害虫防除に不可欠な優れた特性を持つ多様な農薬の安定的な確保

や、農薬メーカによる新剤の開発力に翳りが出かねないという大きな問題に直面しており、如何にして

この困難な問題に対処していくか今から考えておく必要がある。このシンポジウムでは植物防疫事業が

直面する課題のいくつかをとりあげて検討し今後の方向性を探ることが必要と挨拶した。

○開会にあたり挨拶をする岩本理事長 ○総合討論のパネリスト

発表内容

：今後における残留試験の展開とＧＬＰ制度の適用

：(独)農林水産消費安全技術ｾﾝﾀｰ農薬検査部 池田淳一・赤川敏幸の各氏

：飼料作物の展開方向と防除をめぐる課題：全国農業協同組合 住田明子 氏

：農薬に対する国内外の規制強化とその影響：農薬工業会技術委員会 服部光雄 氏

：農薬の天敵影響の実際とＩＰＭ体系への反映：(社)日本植物防疫協会 高木 豊 氏

：土壌くん蒸剤をめぐる新たな課題：農林水産省植物防疫課 大岡 高行 氏

出席者：宮坂技術顧問

２．全農薬受発注システム利用メーカ協議会

日時：平成２１年９月１５日（火）午後３時３０分～午後５時１５分

場所：全農薬９Ｆ会議室

議題：新規利用メーカ拡大対策、組合員の利用促進、利用ﾒｰｶｰ協議会の会則（案）について他



出席者：シンジェンタジャパン㈱、住友化学㈱、日産化学工業㈱、日本農薬㈱、明治製菓㈱、

バイエルクロップサイエンス㈱、丸和バイオケミカル㈱、㈱電算システム

全農薬事務局（堀江参事）

３．第３回執行部協議会

日時：平成２１年９月１７日（木）午前９時３０分～午前１０時４５分

場所：全農薬９Ｆ会議室

議題：

執行部協議会としての検討課題の遂行状況、問題点について

共同購買事業強化策について（支部長を通じた推進強化の進め方等）

役員選挙規約（案）等の策定

出席者：松木理事長、青木副理事長、鈴木常務理事、岩渕常務理事、羽隅理事相談役

宮坂技術顧問、堀江参事

４．全農薬各委員会

日時：平成２１年９月１７日（木）午前１１時～１２時

場所：全農薬９Ｆ会議室

議題：

総務委員会：定款変更、規約・規程の策定について他

教育安全委員会：第３２回全国集会、次年度の全農薬主催「農薬シンポジウム」開催について他

経済活動委員会：新規取扱商品の販売推進について他

ＩＴ・広報委員会：全農薬受発注システムについて（メーカ、組合員の利用促進について）他

５．第２４５回理事会

日時：平成２１年９月１７日（木）午後１時～午後４時１５分

場所：全農薬９Ｆ会議室

議題：

平成２１年度決算（案）について

平成２２年度事業計画（案）について

定款変更、規約、規程の策定について

平成２２年度決済条件の組合員への変更連絡について

「農薬適正使用ガイドブック 2010」の組合員向け販売価格の値上げについて

各委員会活動状況の報告

その他

出席者：松木理事長、青木副理事長、鈴木常務理事、岩渕常務理事、羽隅理事相談役、理事全員

事務局：宮坂技術顧問、堀江参事、安孫子会計主任



６．農薬工業会との情報交換会

日時：平成２１年９月１７日（木）午後４時３０分～午後８時

場所：全農薬９Ｆ会議室他

議題：農薬業界を巡る状況についての情報交換等

出席者：

「農薬工業会」

大内会長、福林副会長、丸山副会長、奥富専務、宮川業務部長、八尾事務局長

「全農薬」

松木理事長、青木副理事長、鈴木常務理事、岩渕常務理事、羽隅理事相談役

田中教育安全委員長、金子経済活動委員長、大森ＩＴ・広報委員長

事務局：宮坂技術顧問、堀江参事

７．第２４回報農会シンポジウム「植物保護ハイビジョンー２００９」

日時：平成２１年９月２５日（金）午前１０時～午後５時

場所：「北とぴあ」つつじホール（東京都北区王子１－１１－１）

開会挨拶：理事長 上路 雅子

開会に当たり上路理事長は、国を挙げて取り組んでいる、喫緊の課題である食料自給力の向上に向け、

今回のシンポジウムでは、「食料自給力の向上と植物防疫」をテーマに取り上げた。

植物防疫は何が出来るかどのような役割を担っているのかを活発にご議論頂きたいと挨拶された。

○発表内容

１．飼料ｲﾈの生産の現状と課題

○―多湿水田地帯における受託組織による飼料ｲﾈ生産・酪農利用ｼｽﾃﾑ―

：茨城県農業総合ｾﾝﾀｰ農業研究所 弓野 功 氏

２．水田活用による大豆生産の現状と課題

○集落営農の育成と課題 ：福井県福井農林総合事務所 駒野 雅保 氏

○片山町農事組合の営農活動の実践 ：福井県片山町農事組合 戸田 久和 氏

３．水稲の高品質安定生産をめぐって

○イネカメムシ類の総合防除技術の開発：(独)農業・食品産業技術総合研究機構中央農業

総合センター 渡邊 朋也 氏

○マルチラインといもち病流行への対応（いもち病菌レース変動予測技術を中心に）―

総合討論で壇上のパネラーの皆さん

○ 弓野 功 氏

○ 駒野 雅保 氏

○ 戸田 久和 氏

○ 渡邊 朋也 氏

○ 芦澤 武人 氏

○ 尾関 秀樹 氏



：(独)農業・食品産業技術総合研究機構中央農業

総合センター（北陸） 芦澤 武人 氏

４．食料自給率向上をめざす農業分野の研究開発の現状と今後の展望

○飼料用米・米粉用米の開発を中心に：農林水産省農林水産技術会議事務局

尾関 秀樹 氏

８．第 24 回功績者表彰式〔北とぴあ 16 階天覧の間〕

報農会は長年にわたり植物防疫に多大な貢献をされた次の 3 氏を表彰した。

○小島秀治郎 氏

○関口 義兼 氏

○安田 弘之 氏

表彰式の後は盛大に祝賀会が開催された。

参加者：堀江参事

９．第 71 回植物防疫研修会

日時：平成２１年９月２８日（月）～１０月２日（金）

場所：(社)日本植物防疫協会 牛久研究所

受講者:63 名

内訳：全農薬：26 名（うち女性０）

農薬工業会：30 名（うち女性 5 名）

一般関係者：7 名（うち女性 2 名）

9 月 28 日午後 1 時からの開講式、主催者を代表し、（社）日本植物防疫協会の岩本理事長の挨拶があり、

続いて研修委員長である村井敏信氏（元野菜茶業試験場場長）が、この研修は単なる知識習得の場を提

供するのみでなく、この 5 日間という限られた日数の中で「研修カリキュラム」の内容を学んで頂くと

同時に､せっかくの機会だからお互いの人間的な絆を強め、併せて最新の植物防疫の情報を習得して頂き

たいと挨拶され、開講式を終了。

●開講式で挨拶する岩本毅理事長 ●同じく村井植物防疫研修委員長



2 日目は、講義終了後、情報交換会を研修場所に近い「牛久シャトー・カミヤ」の地酒ビール、生ワ

イン等で盃を酌み交わしながら熱い情報交換会をした。

また、最終日の 10 月 2 日〔金〕は研修成果を確認する試験を行ったが、皆さん真剣な面持ちで真剣

に試験問題に取り組んでいた。その成果もあり全員合格であった。まずは「メデタシ、メデタシ」。

残念ながら今回は満点の回答者はいなかった。 閉講式は村井委員長から恒例の試験結果の講評後、

（社）日植防の森田常務から修了証書の授与、続いて、農薬安全コンサルタント（全農薬）認定書授与

を全農薬の田中康貴安全協会長から授与された。その後、主催者挨拶、田中安全協会長挨拶、内田農薬

工業会事務局長挨拶と続き無事 16 時前に全行程を終了した。心配した新型インフルエンザの発症者も

なく無事終了したことを喜びたい。また、研修の準備から終了までお世話になった（社）日植防業務サ

ービスグループの小林直人調査役には紙面を通じ心からお礼を申し上げたい（Ｍ）。

○最後の試験に頭を痛める研修生 ○修了証書の授与

○農薬安全コンサルタント証書の授与及び挨拶をする田中安全協会長 ○挨拶をする内田工業会事務局長



○閉講の挨拶をする森田常務 ○最後に事務連絡する小林直人調査役

※ 全農薬の研修終了者は○○頁に掲載、これから安全協活動で頑張って下さい。

１０．関東地区支部長会議

日時：平成２１年１０月８日（木）１１：００～１３：００

場所：全農薬９Ｆ会議室

議題：平成２１年度共同購買事業実績、平成２２年度共同購買事業計画について

出席者：岩渕健二（常務理事、千葉県支部長）、金子昌弘（経済活動委員長、群馬県支部長）

栗原秀樹（埼玉県支部長）、事務局：堀江参事

１１．東北地区支部長会議

日時：平成２１年１０月１５日（木）１２：００～１４：００

場所：ホテルリッチフィールド仙台 １０Ｆ会議室

議題：平成２１年度共同購買事業実績、平成２２年度共同購買事業計画について

出席者：青木邦夫（副理事長）、池田晃司（秋田県支部長）、佐藤剛（岩手県支部長）

千葉喜一（宮城県支部長）、山本真一（福島県支部長）、花輪功人（山形県支部長代理）、

工藤隆弘（山形県適正農薬販売協会） 事務局：堀江参事

１２．第１０回ＩＥＴセミナー

日時：平成２１年１０月１６日（金）

場所：アルカデｲア市ヶ谷（私学会館５Ｆ大雪の間）

発表内容

海外の先進研究報告

出席者：堀江参事

○森田常務から、5 日間のき

つい研修ご苦労さまでした。

ここで習得した最新の植物

防疫情報を現場で活かすこ

とはもとより、お忙しい中､

皆さんをこの研修に送り出

してくれた会社等の同僚、上

司に対する感謝の念を忘れ

ないようにと、挨拶された。



組合員の異動等について

【組合員の住所変更等】

〔静岡県〕

日星石油㈱アグロ部掛川営業所

新住所：〒４３６－００５４ 静岡県掛川市城西二丁目１１－１８

電話番号：０５３７－２４－４４５５（変更なし）

ＦＡＸ番号：０５３７－２３－２９４６（変更なし）

営業開始日：２００９年１１月２日（月）

〔京都府〕

㈱高岡屋 福知山営業所

〒600－0066 福知山市下荒河１２５０－１(電話・FAX の変更無し)

（社名変更及び代表者変更）

〔静岡県〕

旧：㈱加村薬局 → 新 ㈱加村農薬 （０９年８月１日）

旧：加村篤志 → 新 村田憲英（代表取締役）（０９年９月３０日）

【組合員の訃報】

㈱冨山代表取締役会長 冨山 隆弘(享年 89 才)様におかれましては９月３０日にご逝去されました。

ご冥福をお祈り申し上げます。 富山家葬儀は喪主冨山道郎様で１０月３日（土）に行われましたので

ご報告申し上げます。

なお、以下により社葬が営まれますので謹んでお知らせ致します。

①日時：10 月 23 日(金)午前 11 時から

②場所：新潟市中央区南笹口 2 丁目 7 番 20 号

「セレモニーホール新潟」 ４階 飛天の間

③喪主：富山道郎

④葬儀委員長：住友化学㈱代表取締役専務執行役員

福林 憲二郎 様



░░░░░░░░░░░░░░░░░░░主 な 行 事 予 定 ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

〔全国農薬協同組合〕

平成 21 年 10 月 27 日（火） 監査会

11 月 24 日（火） 第 246 回理事会

11 月 25 日（水） 第 44 回総会・第 32 回全国集会記念Ｐ

会場：平河町：海運クラブ

12 月 10 日（木） 第 247 回理事会

平成２２年２月９日（火） 北陸地区会議（金沢）

２月１０日（水） 近畿地区会議（大阪）

２月１６日（火） 東北地区会議（仙台）

２月１７日（水） 関東・甲信越地区会議（東京）

２月１８日（木） 東海地区会議（名古屋）

２月２３日（火） 中国・四国地区会議（岡山）

２月２４日（水） 九州地区会議（福岡）

２月２５日（木） 北海道地区会議（札幌）

〔全国農薬業厚生年金基金〕

平成 22 年 2 月 19 日(水) 第 4１回代議員会及び第 5２回理事会



農水省等行政からのお知らせ

































＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 全農薬ひろば ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

山茶花（さざんか）

サザンカ（学名：Camellia sasanqua 英名：Sasanqua）

秋の終わりから、冬にかけての寒い時期に、花を咲かせる。野生の個体の花の色は部分的に淡い桃色

を交えた白であるのに対し、植栽される園芸品種の花の色は赤から白まで様々である。

属名のカメリアは、１８世紀頃のイエズス会の助修士（旧チェコ・スロバキア）のゲオルク・ジョセ

フ・カメル（G. J. Kamell）がフィリピンでこの花の種を入手してヨーロッパに紹介。

その後、ドイツ人のカール・フォン・リンネがカメルにちなみ、「カメリア」と名付けたと言われてい

る。 19 世紀欧州では、冬にでも常緑で日陰でも花を咲かせる性質が好まれ、園芸植物として大変な人

気を博した。 皆さんご存じのイタリアのジュゼッペ・ヴェルディのオペラ『椿姫』原題は『堕落した

女』を意味する La traviata（ラ・トラヴィアータ）にも主人公の好きな花として登場する。（欧州では

椿と山茶花の区別はしない、私の感じではツバキより生け垣としてサザンカのほうが多いと思いまし

た。）

ツバキとサザンカの簡単な区別はツバキには葯や花弁が基部で合着しているのに対して、サザンカは

花弁が合着しておりません。このため、花が散るとき、ツバキは花が丸ごと落ちるのに対して、サザン

カは花びらが一枚一枚落ちます。ちなみに、漢字表記の「山茶花」は中国語でツバキ類一般を指す「山

茶」に由来し、サザンカの名は山茶花の本来の読みである「サンサカ」が訛ったものといわれる。

全農薬でも、この花を歌った、大川栄策『さざんかの宿』（作詞:吉岡治、作曲:市川昭介）をカラオケ

の十八番にしている御仁もおられる。

○ 本郷東大構内で撮影

○ 花言葉：ひたむきな愛、他に謙譲、謙遜、愛嬌、理想の恋等がありそれぞれの花色によっても違

うので調べてみて下さい。 なお、欧州では「オペラ」は 11 月から講演されるもので、シーズンオ

フの夏などは米国や日本等へ出稼ぎに行くと言われている。また、有名なオペラハウスなどでは 11 月

のシーズン到来までは、貸しホールとして音楽会等を催しているところもあり、意外に小さいのにおど

ろかれる日本人もいるという。

文責：Ｍ

分 類

目：ツバキ目 Theales

科：ツバキ科 Theaceae

属：ツバキ属 Camellia

学 名：

Camellia sasanqua

和 名：サザンカ

山茶花

英 名：

Sasanqua




